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（日本産業規格Ａ列４番）
　　　注１．発生日時順に記入すること。
　　　　２．事故等の種類等に応じ、支障時間から備考までの欄については、関連のない欄には記入する必要はない。
　　　　３．各欄には、以下の要領に従って記入すること。
　　　　　　　「発生日時」 ； 発生月日時を記入すること。
　　　　　　　「索道種類」 ； 次の場合分けに従って該当する記号及び名称を記入すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １－ａ　普通索道（交走式）　　１－ｂ　普通索道（循環式）　　１－ｃ　普通索道（その他）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　２－ａ　特殊索道（循環式）　　２－ｂ　特殊索道（滑走式）　　２－ｃ　特殊索道（その他）
　　　　　　　「事故等種類」 ； 次の場合分けに従って該当する記号及び名称を記入すること。ただし、「インシデント」とは規則第４条第２項に規定する事態をいう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア　索条切断　　　イ　搬器落下　　　ウ　搬器衝突　　　エ　搬器火災　　　オ　人身障害　　　カ　インシデント
　　　　　　　「都道府県」 ； 事故等が発生した場所の都道府県名を記入すること。
　　　　　　　「原　　　　因」 ； すべての事故等について、その事故等の原因を記入すること。
　　　　　　　「概　　　　況」 ； すべての事故等について、その事故等の概況を記入すること。
　　　　　　　「支障時間」 ； 支障していた時間を記入すること。単位（分）は記入しない。
　　　　　　　「死傷者数」 ； 死傷者の分類ごとに死傷者数を記入すること。単位（人）は記入しない。
　　　　　　　「再発防止対策」 ； 発生した事故等について、再発防止対策を講じた場合には、その内容を記入すること。
　　　　　　　「備　　　　考」 ； 事故等が特に異例な場合、その他特筆すべき事項がある場合には、記入すること。
